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　～尾鷲市魚まつり～
１１月５日（土）午前、三重県尾鷲市尾鷲港産地協議会主催の「魚まつり」が尾鷲魚市場で開催されました。
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三重県尾鷲市尾鷲港産地協議会（会長：長野規一尾鷲漁協組合長）では、魚のまち“尾鷲”を市民自らが体験し、認識する場としての第１歩として、来年度以降の市外、県外へのＰＲとなる足がかりとするため、尾鷲魚市場において魚まつりを開催しました。
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今回の魚まつりでは、主に地元小中学生を対象とした定置網漁業体験教室、干物づくり体験教室、鯛の三枚おろし教室や女性客を対象とした主婦のせり市などの参加型体験に加え、大敷汁、干物、アオリイカの試食のほか、タッチプ－ルを配置した魚の展示、当日定置網で漁獲された鮮魚即売会が行われました。
当日は、毎月第１土曜日の「イタダキ市」も開催されていたこともあり、多くの尾鷲市民の方々が魚市場を訪れました。（主催者発表では来場者は約１千人とのこと。）
養殖マハタの知名度向上及び地元消費を拡大し、特産品化を促進するため設立した「おわせマハタ協議会」では、魚まつり会場の一部を借用し、マハタの唐揚げ試食の提供やマハタ稚魚等の展示を行いました。
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唐揚げ試食は非常に好評で、あっという間に３００食（１５尾）の養殖マハタが尾鷲市民の胃袋に収まっていきました。








































































